
戦
後
最
長
と
言
わ
れ
た
好
景
気
も
、
働
く
人
の
生
活
は

豊
か
に
な
ら
な
い
ま
ま
、
景
気
後
退
に
入
り
ま
し
た
。
大

企
業
の
労
働
分
配
率
は
年
々
低
下
し
、
40
％
台
と
な
り
、

も
う
け
が
働
く
人
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
原
油
の
投
機
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
代
高
騰
に
始
ま
っ

た
物
価
上
昇
は
、
昨
年
比
で
２
％
を
超
え
、
月
給
30
万
円

の
人
で
あ
れ
ば
、
６
千
円
も
実
質
賃
金
が
低
下
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
が
世
界
中
に
広
が

り
、
そ
の
ツ
ケ
が
労
働
者
・
国
民
に
押
し
付
け
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
派
遣
社
員
の
解
雇
を
発
表
し
て

い
る
企
業
も
あ
り
、
雇
用
を
守
る
た
た
か
い
が
必
要
で
す
。

賃
金
で
も
雇
用
で
も
税
金
で
も
、
大
企
業
に
社
会
的
責
任

を
果
た
さ
せ
る
運
動
で
、
生
活
危
機
を
突
破
し
ま
し
ょ
う
。

※

生
活
を
守
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
の
賃
上
げ
を
、

※

派
遣
社
員
等
で
も
、
生
計
費
を
保
証
で
き
る
賃
金
を

※

不
況
を
口
実
と
し
た
人
減
ら
し
に
ス
ト
ッ
プ
を

※

消
費
税
な
ど
の
大
増
税
に
反
対
を

※

貧
困
世
帯
の
生
存
権
を
保
障
す
る
社
会
保
障
充
実
を
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日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 ) なくそう貧困、止めよう憲法改悪

ホッとできる賃金がほしいヨ09春闘

電機労働者懇談会

09春闘 生活改善要求

アンケートにご協力を
物価高、生活苦、低賃金、大増税、雇用不

安……。なんとかしたい、なんとかしなくっ

ちゃ、今の生活。みなさんの声を、要求アン

ケートにお寄せください。

注）財務省「法人企業統計（四半期別調査：原数値）」か

ら作成。労働分配率＝人件費計／（人件費計＋営業利益＋

減価償却）。全産業、大企業は資本金10億円以上、中小

企業は資本金1000万円以上1億円未満。

（内閣府 税制調査会 第16回企画会合資料より）

中小企業

全規模

大企業

大企業の労働分配率
は40％台に低下

労
働
分
配
率
（
％
）

全労働者

派遣労働者

短時間労働者

労
働
者
の
年
収
（
万
円
）

（年齢）

注）全労働者、短時間労働者については、厚生労働省「賃

金構造基本統計調査」（平成17年）

派遣労働者については、厚生労働省「労働力需給制度につ

いてのアンケート調査」（平成17年）

（「連合」ＨＰより）

年齢で上昇が少ない
派遣社員の賃金

日
立
労
組
な
ど
の
上
部
団
体
で
あ

る
「
連
合
」
の
高
木
会
長
は
、
春
闘

討
論
集
会
で
次
の
よ
う
に
発
言
し
ま

し
た
。
「
私
た
ち
は
『
名
ば
か
り
労
働
組

合
』
で
は
な
い
。
名
実
を
備
え
た
労

働
組
合
だ
と
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ

う
た
た
か
っ
て
い
く
べ
き
だ
」
。

「
企
業
の
体
力
は
こ
の
５
，
６
年

で
飛
躍
的
に
強
く
な
っ
て
お
り
、
内

部
留
保
も
厚
く
な
っ
て
い
る
。
支
払

い
能
力
が
な
い
と
は
言
わ
せ
な
い
」
。

『
名
ば
か
り
労
働
組
合
』
で
は
ダ
メ

賃
上
げ
で
生
活
危
機
突
破
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働く人の賃金は全体として上がっ

ていませんが、中でも派遣社員の賃

金は低下傾向にあります。ソフトウ

エア開発など一部の職種は別として、

多くの派遣社員の賃金は下がってい

ます。

これは派遣社員の賃金が市場によっ

て決まり、ほとんどの人が労働組合

に組織されていないため、使用者

（派遣元と派遣先）に対し、極めて

弱い立場にあるからです。

まともに生活できる賃金を要求す

ることは、労働者の権利です。労働

組合に団結し、会社と団体交渉し、

ストを含む行動も権利として認めら

れています。

派遣社員も含めて、賃金・労働条

件向上を春闘で要求しましょう。

利
益
は
株
主
配
当
と

役
員
賞
与
だ
け
な
の
か

ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
に
よ
る
景
気
の
後

退
だ
と
、
職
場
で
は
人
員
と
諸
経
費
の
削
減
に

よ
る
利
益
確
保
が
叫
ば
れ
、
働
く
者
は
い
つ
も

長
時
間
過
密
労
働
が
押
し
付
け
ら
れ
る
と
溜
息

ま
じ
り
の
声
。

九
月
中
間
決
算
で
は
３
％
約
27
億
円
も
売
上

高
が
減
っ
て
も
営
業
利
益
を
増
や
し
て
い
る

「
凄
い
会
社
」
と
の
声
も
。
株
主
に
は
三
ケ
月

ご
と
に
11
円
の
配
当
を
予
定
。
今
回
創
立
60
周

年
記
念
に
更
に
２
円
を
プ
ラ
ス
。

60
周
年
な
ん
て
一
言
も
聞
い
て
な
か
っ
た
。

働
く
者
に
は
記
念
の
成
果
還
元
は
無
い
の
か
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

日
立
工
機

午
後
10
時
の
構
内
放
送

ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
武
蔵
事
業
所
で
は
今

年
度
か
ら
、
午
後
10
時
ま
で
働
い
て
い
る
人
た

ち
に
、
帰
宅
を
促
す
た
め
の
構
内
放
送
が
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
に
放
送
内
容
の
変
更
が
何
度
か
行
な
わ
れ
た

よ
う
で
す
。

放
送
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
な
る
べ
く
深
夜

就
業
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て

い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
後
、
効
率
的
に

業
務
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
内
容
に
な
り
、

帰
宅
を
促
す
と
い
う
点
で
は
内
容
が
後
退
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
最
近
は
、
早
目

に
帰
宅
で
き
る
よ
う
に
業
務
を
終
え
ま
し
ょ
う

と
い
う
内
容
に
変
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
放
送

内
容
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

長
時
間
・
深
夜
就
業
に
よ
る
健
康
被
害
を
減

ら
す
た
め
、
放
送
を
聞
い
た
人
が
今
日
は
も
う

帰
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
に
、
今

後
も
改
善
が
継
続
さ
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵

「
残
業
ゼ
ロ
の
日
」

10
月
、
11
月
は
、
日
立
労
組
で
推
進
し
た

「
総
労
働
時
間
の
短
縮
の
取
り
組
み
」
に
よ
り

毎
週
水
曜
日
は
「
残
業
ゼ
ロ
の
日
」
と
し
て
、

HI
ワ
ー
ク
者
、
管
理
職
も
含
め
た
全
員
一
斉
定

時
退
勤
が
取
組
ま
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
水
曜

日
は
、
HI
ワ
ー
ク
者
の
定
時
退
勤
は
努
力
目
標

で
し
た
が
、
今
回
は
労
使
に
よ
る
取
組
み
で
工

場
幹
部
の
指
導
も
あ
り
、
職
場
で
は
ほ
と
ん
ど

の
人
が
定
時
退
勤
し
ま
し
た
。

職
場
で
は
HI
ワ
ー
ク
者
に
長
時
間
労
働
が
集

中
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
多
数
で
あ
る
HI
ワ
ー

ク
者
の
労
働
時
間
縮
減
な
し
に
は
、
組
合
員
全

体
の
「
総
労
働
時
間
の
短
縮
」
に
は
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
是
非
全
員
の
「
残
業
ゼ
ロ
の

日
」
を
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

日
立
・
大
み
か

団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職

団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職
で
、
会
社
も
お
お

わ
ら
わ
で
あ
ろ
う
が
、
一
年
前
に
本
人
に
継
続

か
否
か
の
意
向
を
聞
く
こ
と
や
、
職
務
・
処
遇

を
内
示
す
る
事
が
守
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

う
。た
と
え
ば
退
職
日
の
ド
タ
ン
バ
に
な
っ
て
自

分
の
職
場
以
外
に
行
く
よ
う
に
な
る
な
ど
、
心

の
準
備
期
間
も
必
要
な
気
が
す
る
。
最
後
の
最

後
に
会
社
と
も
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
考

え
て
も
哀
れ
な
こ
と
で
も
あ
り
、
考
え
て
欲
し

い
。

日
立
・
横
浜

Ｐ
Ｃ
Ｂ
ホ
ン
ト
に
大
丈
夫
？

Ｐ
Ｃ
Ｂ
問
題
が
発
覚
し
、
海
へ
の
流
出
防
止

の
た
め
に
防
護
壁
が
工
場
の
地
下
に
埋
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
で
海
へ
の
流
出
は
防
げ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
地
下
に
は
た
ま
っ
た
ま
ま
と
い
う

こ
と
に
。
定
期
的
な
検
査
と
情
報
開
示
を
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

日
立
・
国
分

●

今
年
も
あ
と
わ
ず
か

２
０
０
８
年
も
残
り
わ
ず
か
。

11
月
も
下
旬
に
な
る
と
年
末
年
始

の
予
定
を
計
画
し
始
め
る
方
も
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
年
内
に
終
わ
ら
せ
た
い
業
務

や
忘
年
会
の
予
定
、
年
末
年
始
休
暇
の
取

得
計
画
な
ど
、
新
し
い
年
は
仕
事
と
生
活

の
一
定
の
区
切
り
と
い
う
考
え
は
、
ど
ん

な
人
で
も
お
持
ち
だ
と
思
う
。
普
段
は
目

の
前
に
あ
る
仕
事
に
追
わ
れ
て
ゆ
っ
く
り

考
え
る
暇
が
な
い
ご
時
世
だ
け
れ
ど
も
、

年
の
瀬
く
ら
い
は
来
年
１
年
の
計
画
を
ゆ
っ

く
り
考
え
る
時
間
に
し
た
い
。
普
段
は
話

を
す
る
時
間
が
な
い
家
族
と
も
一
緒
に
く

つ
ろ
げ
る
時
間
を
作
り
た
い
と
も
思
う
。

さ
て
、
お
正
月
と
い
え
ば
年
賀
状
。
社

会
人
に
な
る
前
は
、
職
場
の
上
司
や
同
僚

に
年
賀
状
を
出
す
の
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
我
が
職
場
で
は
社
員
の
住
所
な
ど
の
情

報
は
配
布
さ
れ
な
い
事
も
あ
り
、
年
賀
状
の
や
り

取
り
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
年
賀
状
を

出
す
と
い
う
習
慣
は
個
人
情
報
の
保
護
規
制
強
化

と
と
も
に
下
火
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

義
理
で
出
す
年
賀
状
が
減
り
、
親
し
い
間
柄
で
の

み
交
換
す
る
傾
向
は
、
面
倒
く
さ
い

事
が
苦
手
な
自
分
に
は
歓
迎
し
た
い

と
こ
ろ
だ
け
れ
ど
も
。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

ソフトウエア

開発

事務用

機器操作

ファイリング

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
時
給
（
円
）

注）厚生労働省「労働者派遣事業報告書」

派遣労働者の賃金は、派遣労働者１人１時間当たり

の平均額。

（「連合」ＨＰより：日給を時給に換算）

派 遣 社 員 も 春 闘 を
低 下 す る 派 遣 社 員 の 賃 金


